
 

平成３０年３月改訂の「道徳教育の手引き」にある実践事例を 

そのまま掲載しています。 



 

（１）主題名  

「協同的な活動を通して思いやりの心を育む」 

 ～５年生との交流を通して～ 

（２）主題設定の理由 

本園の目指す幼児の姿に「元気に仲よく遊べる子」を掲げ、様々な人とかかわる体験や、幼児同士

が互いに影響し合う経験を繰り返し行うことで、幼児自身が集団の中のかけがえのない一員であるこ

とを知り、仲間への信頼感をもつことができるようになることを目指している。 

本園は、核家族化の進行や地域社会の変化に伴い、園児数が減少傾向にある。また、近くに遊び場

がなかったり、家同士が離れていて近所に遊ぶ友達がいなかったりといった状況から友達同士のかか

わりが希薄化傾向にある。しかし、本園は小学校と隣り合わせであるため、幼小連携・接続を踏まえ

た様々な交流活動を積極的に行える環境にある。「人とかかわる力」を身に付けていく機会が少なく

なる現状の中、幼児にとって幼稚園だけでは経験できない多くの学びや感情体験を協同的な活動の中

で育むことができるのではないかと考え、交流活動を設定した。 

さらに、幼児が５年生と一緒に活動していく中で、優しく教えてもらったり、手助けしてもらった

りしながら、協同的な活動を進めていくことの喜びや心地よさを味わう経験をしていくことは、幼児

自身も自分の視点からでなく、相手の立場に立って物事を捉えるという思いやりの気持ちを育むこと

に繋がっていくと考えた。今後も一人一人がその子らしく遊ぶ中で、生き生きとした人間関係が育つ

ことを願い、本主題を設定した。 

（３）ねらい  

  ○５年生と目的を共有し、話し合いながら一緒に遊びを進めていくことを楽しむ。 

  ○５年生の優しさにふれながらいろいろな課題に挑戦し、やり遂げた喜びや達成感を味わう。 

（４）交流活動当日までの流れ（幼児の活動） 

 

 ＜交流計画＞ 

交流 月日 ねらい 活動内容 幼児の姿 

一
緒
に
遊
ぼ
う 

１ 5/10 

・小学校の様子を知

り、５年生に親しみ

をもつ。 

・小学校へ散歩

に行き校庭で

一緒に遊ぶ。 

・一緒に遊んで

ほしい気持ち

を伝える。 

・小学校に興味を 

示し、遊びに行 

った時に「いっ 

しょにあそんで 

ください。」の 

手紙を渡した。 

２ 6/2 

・５年生と一緒に遊ぶ

ことに期待をもつ。 

 

・小学校の校庭

で遊ぶ。 

 

 

・遊具等で一緒

に遊ぶ。 

・５年生とペアになり、ほとんどの幼児が 
遊びたい遊具で一緒に遊んでいた。 

 
 
・自分の思いを伝えられない幼児も５年生と
一緒に過ごす経験を繰り返すことで笑顔
が見られ、活発に遊ぶようになった。 

３ 6/5 

「協同的な活動を通して思いやりの心をはぐくむ 
～５年生との交流を通して～  

 
幼 稚 園 の 取 組 

 



４ 6/8 
・５年生に自分たちの

遊びを知らせ、一緒

に遊ぶ楽しさを感

じ満足感を味わう。 

・幼児の遊びを

知り、５年生

も参加する。 

・５年生が仲介役になり話をまとめたり、 

新しいアイディアを提供してもらったり

して新たな刺激を受けることができ、さら

に遊びの目的がはっきりしていき、満足感

が味わえた。 
５ 6/12 

６ 6/19 

・５年生と繋がりを感

じながら一緒に遊

ぶことを楽しむ。 

・幼稚園で一緒

に体操や水遊

びをする。 

・５年生に対して緊張感は感じられず、「たく
さん水かけたら逃げて行っちゃった。」「お
兄さん逃げるの早いんだよ！」と一緒に遊
んだ満足感を味わうことができた。 

が

ん

ば

れ

運

動

会 

７ 9/12 

・５年生に教えてもら

うことに安心感を

もち、意欲的に活動

に取り組むように

なる。 

・運動会練習で

の交流。（速く

走るコツやリ

レーの方法を

教えてもら

う。） 

・最後にロック

ソーランを一

緒に踊る。 

・「『腕を振るのが上手だね。』と言われて嬉し
かった。」「『走るの速くなったよ。』と褒め
てくれた。」など自分を認めてくれる言葉を
かけてもらえたことが嬉しかったようであ
る。 

冒
険
ご
っ
こ 

８ 10/4 

・友達や５年生との繋

がりを感じながら

思いを出し合い、イ

メージを広げてい

くようになる。 

・冒険する場所

は、どんなと

ころなのか、

どんなコース

にするか話合

いをする。 

・届かないところや 

切ることが難しい 

場面で、５年生が 

優しく助けてくれ 

る経験をし、さら 

に親しみを感じら 

れた。 

９ 10/24 

・友達や５年生と共通

の目的をもち、一緒

に活動する喜びを

味わうようになる。 

・実際にコース

を作ってい

く。 

・他のグループ

に自分たちの

冒険コースを

発表する。 

・５年生がリードして話を進めてくれること

やアイディアが豊富なことで「お兄さんと

一緒だといろいろなことがすぐに決まっ

てすごいんだよ。」と遊びの目的がはっき

りしていき、どんな冒険コースになるんだ

ろうと期待感が高まった。 

  
☆保育公開   ※以下詳細 

 

（５）展開 

  ＜ねらい＞ 

○５年生と目的を共有し、話し合いながら一緒に遊びを進めていくことを楽しむ。 

○５年生の優しさに触れながら、いろいろな課題に挑戦し、やり遂げた喜びや達成感を味わう。 

 

 

10 10/26 

 

 



時間 ○活動内容 ☆予想される幼児の姿 ・教師の援助 

９：５０ 

 

 

１０：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：２０ 

 

 

 

 

１０：３０ 

 

１０：４５ 

  交代 

 

 

 

１１：００ 

 

 

１１：２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：３０ 

○小学校の体育館に集まる。 

☆５年生に元気よく挨拶をする。 

☆ペアの児童を見付け、隣に行く。 

○グループに別れ、準備する。 

☆分担して準備を始める。 

・自分の役割を確認する。 

・自分の冒険コースを試してみる。 

○一緒に遊ぼうの会をする。 

(司会５年生) 

・冒険コースの紹介 

・本日の流れ(教師) 

・先生の話(注意事項) 

○他のグループの冒険コースに前半と

後半に分かれ、ペアで一緒に回る。 

☆行きたいコースに一人で勝手に行っ

てしまう。 

☆他のグループのコースに行ってみる

ことで、できたことや５年生に手助

けしてもらえたことなどを喜ぶ。 

○片付けを始める。 

☆５年生と一緒に運ぶことを楽しんで

いる。 

○終わりの会をする。（司会５年生） 

・今日の感想をペアに伝え合う。 

・お互いに言われてうれしかったこと

を発表する。 

・終わりの言葉「ありがとうございま

した。」 

・幼稚園児から５年生にお礼を言う。 

  さようならの挨拶をする。 

 

・５年生と握手をして別れる。 

・不安になる幼児もいると思われるため、事前にどん

なことをするのか話合いをし、目的をもたせること

で安心して活動に取り組めるようにする。 

・５年生が中心に準備を進めていくと思われ、幼児は

見ているだけになってしまうことがないよう 

「何をもってきたらいいかな?」など、一緒に考え

ていきながら、準備させていく。 

・５年生が手助けしている場面を捉え「５年生に手伝

ってもらってよかったね。」など、嬉しい気持ちに

共感する。 

・コースが完成した喜びをグループみんなで味わうこ

とが出来るように、仕上がりを認めていく。 

・ペアの５年生と一緒に座ることで、親近感をもち一

緒に活動することに期待をもたせていく。 

・冒険している雰囲気が出るように「この岩登れるか

な?」「ワニに食べられちゃうよ!」など声かけをし

ていく。 

・５年生が手伝ってくれたり、優しく声をかけてくれ

たりする場面を捉えて、「お兄さんに助けてもらっ

てよかったね。」など、５年生の優しさに気付かせ

ていく。 

・「冒険できた?」「どこが難しかった?」など聞いて

いくことで、困難なことをクリアできたことのほう

が、満足感を味わえることに気付けるようにする。 

・５年生と一緒に片付けている姿を認め、励ましてい

くことで、５年生との活動に喜びを感じられるよう

にする。 

・全体の中では、なかなか自分の思いを話せない幼児

もペアの５年生には話せるように、教師が橋渡しを

していき、思いを引き出していく。 

・感謝の気持ちを込めてお礼が言えるようにする。 

・握手をしたりすることで親近感をもたせていく。 

 

（６）事後活動  

交流１０回目（冒険ごっこ）を終えた後、クラスで活動の振り返りを行った。初めて５年生と一緒にコ

ースを回り楽しかったことやできない所を助けてもらい、嬉しかったことを一人一人が発表していた。後

日、年少組にやらせたいという思いから、今度は自分たちが年少組に優しく教えたり、助けてあげたりす

る姿が見られた。 



（７）幼小教諭による事前・事後の検討会 
ア 事前検討会 

  ・年度当初に、交流のねらいと交流活動の計画を話し合った。 

  ・交流活動前に、幼児と児童にそれぞれのねらいを確認し、活動の流れや援助の方法を共有する。 

    ・交流ごとに５年生からの感想を聞き、次回の交流に生かしていくようにする。 

イ 事後検討会 

  ・交流後、幼児と５年生それぞれに感想を聞き、次の交流活動に生かせるようにした。 

  ・公開保育当日には、幼稚園教諭と小学校教諭、指導主事を交えて協議会を行った。 

[協議会で出た成果と課題]  

① 冒険ごっこだけでなく他の交流から行ってきたことで、お互いに気持ちが打ち解け、安心感をも

って一緒に作り上げたのは良かった。 

② 交流を始めた頃は、幼児も児童も個人差があり自然に接することが難しい場面も見られたが、ペ

アを決めて交流を進めていったことで、繋がりを深めることができた。 

③ 一緒に作り上げていくことで、自分たちでルールを決め、それを守ろうとする気持ちが伝わって

きた。 

④ 幼児ができないことや困っている場面を５年生が励ましたり、出来るように設定を変えたりする

などの心遣いが見られた。 

（８）交流活動後の事例 

＜事例＞「年少さんにやらせてあげようよ。」 ～年少とのかかわりの中で～ 

（１１月中旬 ミニ冒険コースを作る） 

 冒険ごっこの楽しさを思い出し、「またお兄さんたちとやりたいな。」 

という思いがあったが「年少さんにやらせてあげようよ。」という意見 

が出て準備を始める。小学校の体育館のように広い場所ではなく遊具 

も少ないが、自分たちで設定を工夫し、年少組が楽しめるように作り上 

げていった。「ここの上に乗って投げるんだよ。」と手をもつて支えて 

あげるなど、実際に５年生からしてもらったことと同じようにやろう

とする場面が多く見られ、優しく接する姿が見られた。 

 

（９）保護者アンケート 

・近所に小学生がいても今までは一緒に遊ぼうとしなかったが、自分から「遊びたい。」と言いに行き自然

にとけ込むことができるようになった。 

・５年生と接してわからないことを優しく教えてもらったり、面倒をみてもらったりしたことで、家でも

「僕はお兄ちゃんだから。」と譲ったり、我慢したりすることが度々あり、お兄ちゃんという自覚がでて

きた。 

・小学校に通うことが楽しみになった。 

・交流後は、「お兄さんお姉さんみたいになりたい。」と話している。 

・小学校入学前に上級生と接する機会があり、小学校入学の不安が少しでも減って良かった。 



 

令和○○年度道徳教育全体計画（例） 

○○立○○小学校 

 

 

各教科の指導目標の達成を目指す中で、道徳教育との関連をふまえ、道徳的

判断力を養い、道徳的心情を豊かにし、道徳性にかかわる実践意欲と態度を  

育てる。 

 

国語 

・互いの立場や考えを尊重しながら言葉で伝え合う力を高め、豊かな 

心情を育てる。 

・我が国の言語文化を継承し、新たな創造へとつないでいこうとする 

心情を育てる。 

社会 

・社会の一員として、主体的に生きる力を育む。 

・我が国や地域の歴史に対する興味・関心を深めるようにする。 

・国際社会の一員としての役割を果たそうとする態度を養う。 

算数 

・自主的に考え、責任をもって行動する態度を養う。 

・有用性や美しさを感得する、豊かな感性や情操を育てる。 

・主体的に対象にかかわる態度を養う。 

理科 ・生命を愛護、生命の連続性や神秘性を感じ生命を尊重する態度を養う。 

生活 

・意欲的に生活する心を育む。 

・生命を大切にする心情を育てる。 

・自分のよさや可能性に気付き、それを伸ばそうとする心情を育てる。 

・支えてくれた人々に感謝できる心情を育てる。 

音楽 
・豊かな情操を育てる。 

・我が国や地域の伝統・文化を尊重し、よさや魅力を愛する心を育てる。 

図工 
・様々な国や人々が共通にもっている美に対するあこがれなどを感じ  

取ったり理解したりする心情を育てる。 

家庭 
・生活の自立を目指し生活をよりよく豊かに創造しようとする能力と 

態度を養う。 

体育 

・規範意識を育てる。 

・自己のよさや可能性に気付き、自尊感情の高まりにつなげていくよう

にする。 

・自他の生命を尊重し、主体的に他者とかかわっていこうとする態度を

養う。 

外国語 
・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を  

用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

内容 低学年 中学年 高学年 

Ａ 

よいことと悪いことの区別をし、よいと思ったことは

進んで行おうとする。 

正しいと判断したことは、勇気をもって行うととも

に、過ちは素直に改め、正直に明るい心で元気に生活し

ようとする。 

より高い目標を立てて、希望と勇気をもってくじけな

いで努力しようとする。 

Ｂ 

気持ちのよいあいさつ、言葉遣いや動作などに心掛け

て、明るく接するとともに、日ごろ世話になっている

人々に感謝しようとする。 

礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接

しようとする。 

だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立

って親切にしようとする。 

Ｃ 

約束やきまりを守り、みんなが使うものを大切にしよ

うとする。 

約束や社会のきまりを守り、公徳心をもとうとする。 公徳心をもって法やきまりを守り、進んで義務を果た

すとともに、自分の役割を自覚し、協力して主体的に責

任を果たそうとする。 

Ｄ 生きることを喜び、生命を大切にしようとする。 生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にしよう

とする。 

生命がかけがえのないものであることを知り、自他の

生命を尊重しようとする。 

例）生命に対する畏敬の念を

もち、他者を思いやる心を

もって、たくましく生きる

基盤となる道徳性の育成

を目指す。 

例）思いやりの心をもち、相

手の立場に立って館あげ

ることのできる子の育成。 

「学び合い 支え合い 高め合う子」 

○ 主体的に粘り強く課題や問題を解決する子 

○ お互いを認め合い、思いやりのある子 

○ 自他の生命や健康を大切にしようとする子 

○ 人や社会に積極的に関わろうとする子 

○ 地域や学校を大切にし、外国などの異文化を大切にする子 

○○中学校との連携 

こども園・幼稚園・保育

園との連携 

学校教育目標 
日本国憲法  教育基本法  

 

学習指導要領   

 

千葉県における道徳教育の主題 

「『いのち』のつながりと輝き～大切

なあなた、大切なみんな、大切な自然

と地球、そして大切なわたし～」 

 
○○市教育ビジョン 

 

子どもの実態 

保護者の願い 

教職員の願い 

地域の願い 

道徳教育の目標 

・「千葉県道徳教育推進のための基本的な方針」に基づき、道徳教育の充実を図る。 

・心に響く道徳授業の展開や多様な体験活動を通し、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 

・内容Ａ 自己を見つめ希望と夢をもって、より高い目標の実現を目指し努力しようとする子の育成 

・内容Ｂ 思いやりや謙虚な心をもち、互いに信頼し合って、協力し助け合おうとする子の育成 

・内容Ｃ 公共心や公徳心を養い、進んで働き、よりよい社会を築こうとする子の育成 

・内容Ｄ 生きることを喜び、自他の生命を尊重しようとする子の育成 

  

道徳教育の重点目標 

低･中･高学年別目標 

各教科における道徳教育 

・ 自ら課題を見付けて取り組む中で、自己の内面を
見つめ、夢や希望をもって未来に向けて人生や社

会を切り開いていこうとする態度を育てる。 

・ 学級活動、児童会・生徒会活動、クラブ活動、学校
行事のいずれにおいても「望ましい集団活動」を展

開し、豊かな学校生活を築くとともに、公共の精神

を養い、社会性を育成する。 

・ 特別活動は、日常生活における道徳的な実践の指導
を行う重要な機会と場であると捉え、学級や学校の

生活づくりのために自己の責任を果たす態度、多様

な他者と互いのよさを認め合って協力する態度、規

律を守る態度などを養う。 

・ 基本的な生活習慣の形成を中心とした実践的態度

を養う。（朝の会・帰りの会・掃除の時間・給食の

時間など） 

・ 児童理解に努め、温かい学級、学年の雰囲気づく 

りに努める。 

特別活動における道徳教育 

総合的な学習の時間における道徳

教育 

生徒指導における道徳教育 

○ 言語環境を整えて豊かな情操を養う。 

○ 道徳教材環境づくり 

・ 人的環境の充実 ・教職員と児童・児童相互

の信頼関係・全教職員の共通理解・協力体

制・学年交流・異学年交流・体験活動 

○ 物的環境の充実・整備 

・ 動植物の育成 

○ 学級における指導計画の作成と推進する。 

・ 学級の子どもの実態と指導の基本方針 

・ 豊かな体験活動、教育環境、基本的生活習慣、
家庭・地域との連携の内容と方法 

・ 各教科等との関連 

○相互理解と信頼の上に協力し、連携して子ども 

の道徳性の育成を図る。 

・ 学校・学年だより、保健・給食だより等 

・ 授業参観、懇談会、個人面談、ＰＴＡ活動 

・ 学校支援コーディネーターが参加の教育活動 

・ 地域の人々との交流 

学習環境の充実・整備 
学年･学級の道徳教育の充実 家庭･地域との連携 

・ マナーやルールを意識しながら、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を身に付ける。 

・ 自国の文化への理解を深め、異なる文化をもつ
人々と共に生きようとする態度を身に付ける。 

・ 外国語を通じて異なる文化に触れることにより、
異なる文化をもつ人々と積極的にかかわろうとす

る態度を身に付ける。 

外国語活動における道徳教育 

各校の実態に合

わせ、重点とす

る内容のみの記

載でよい。 

４つの視点すべてについてではなく、各校の実態に合わせ、課題を明確にし、重点とする内容のみの

記載でよい。また、学年ごとの記載でもよい。 

小学校の取組 
 

○道徳教育の要として、

全教育活動における

道徳教育と密接な関

連を図りながら、年間

指導計画に基づき、計

画的、発展的に指導 

○一人一人の児童が、道

徳的諸価値を理解し、

自己を見つめ、物事を

多面的・多角的に考

え、自己の生き方につ

いて考えを深めるこ

とができるよう、道徳

的判断力、心情、実践

意欲、態度を育成 

○言語活動や体験活動

を充実 

○実践力の育成 

○指導法の工夫改善、 

道徳科授業の充実 

○基本的生活習慣の定

着を図り日常の教育

活動の中で前向きな

姿勢で自らの道徳性

を高めようとする 

児童の育成 

道徳科の指導方針 



国語 社会 算数 理科 音楽 図工 体育 特別活動・行事等

内容 教材名 外国語 総合的な学習の時間

善悪の判断
自律　自由と責任

4月よわむし太郎 7月　育ちゆくからだと私

正直　誠実 9月　6セント半のおつり

節度　節制 5月　タイムくん
4月楽しいスピーチをし
よう

7.12.3月　長期休業の過
ごし方

個性の伸長 7月　わたしのゆめ 5月　自画像

希望と勇気　努力と強い意
志

　基礎の運動
　短距離走　長距離走

12月　校内マラソン大会

真理の探究

親切　思いやり 5月　心と心のあく手
1月　ポスターセッション
をしよう

12月　ものの温まり方を

調べよう

12月　曲の特徴をとらえ
て

7月　マット運動 交流学級との交流

感謝 2月　ありがとう６年生
4～7月　ごみとリサイク
ル　3月　二分の一成人
式　3月　6年生を送る会

礼儀 3月なごみのある温泉浴場

友情　信頼 4月　ブラジルからの転入生
1月　ハンドベースボー
ル

相互理解、寛容 10月　祭り日 5月　運動会

規則の尊重 9月　雨のバス停留所
4～5月　ごみの処理と
利用

1月　調べ方と整理のし

かた
6月　ふしとリズム 6月　廊下歩行について

公正　公平　社会正義
10月　ひびけ心のリコーダー
（千）

　

勤労　公共の精神
4月　みんなのためにできるこ
と

4月　掃除のしかた
11月　フェスティバル

家族愛　家庭生活の充実
11月　ブラッドレーの請求
12月　わたしとお母さんとおば
あちゃん（千）

10月　一つの花 3月　ハッピーカード
1～3月　二分の一成人
式

よりよい学校生活
集団生活の充実

12月　みんなまってるよ 2～3月　音楽パーティー 5月　運動会 4月　1年生を迎える会

伝統と文化の尊重
国や郷土を愛する態度

6月　郷土の祭りや行事（自） 6月　昔のことを調べよう
7月　古い道具と昔のくら
し9月～3月　千葉県の
学習

7月　日本の音楽に親しもう
10月　お祭りや民謡を訪ねて 1月～3月　木版画 9.10月　境川に親しもう

国際理解　国際親善
1月　おはしちゃんと使えない
の

1１月　アジアの笑い話 9月　千葉県のすがた

生命の尊さ
6月　レッサーパンダの赤ちゃ
ん（千）

2～3月　ごんぎつね
11月　わたしたちの体を
調べよう

7、１２，３月　育ちゆくか
らだと私

6月  避難訓練
1～3月　二分の一成人式

自然愛護 3月　三番瀬の自然を守ろう
4月　春のうた
7月　とんぼの楽園づくり

6月　水はどこから
4.7.9.3月  生き物を調べ
よう

5～6月　環境ポスター
4～7月　ごみとリサイク
ル

感動　畏敬の念 1月　百羽のつる 9月　がい数の表し方 9月　お話の絵

よりよく生きる喜び ９月　たった一つの命つながる

D
生
命
や
自
然

、
崇
高
な
も
の

と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

全体計画・別葉（例）　【道徳教育と各教科・領域等との関連　（小学校第４学年）】　（千）：「千葉県道徳教育映像教材」　（自）：自作資料

　　※縦軸を道徳教育の内容項目、横軸を教科・領域等で整理し、各内容に時期を加える方法でまとめられた例

道徳科

A
自
分
自
身
に

 
 

関
す
る
こ
と

　
B
人
と
の
関
わ
り
に

 
　
　
　
　
　
関
す
る
こ
と

C
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

すべての内容項目が指導できる
よう「教科書」「私たちの道徳」
「千葉県道徳教育映像教材」を
計画的に配置する。
※内容項目のタイトルだけでなく、
指導要領解説の内容項目の指
導の要点も考慮し教材を選定す
る。

○全体計画別葉には、各教科等と道徳教育との関連を記
載する。無理にすべての単元名、教材名を当てはめるので
はなく、各学校や児童の実態に応じて重点化を図り、具体
的な見通しのもてる計画を作成する。作成後は、実施の有
無や追加・修正などを記載できるよう職員室に掲示するな
どして活用を図る。
○この形式はあくまで一例。各学校で、すでに作成されて
いる別葉を見直し修正が必要な場合は修正する。



登場人物への自我関与を中心とした授業例 

小学校低学年 指導案 

（１）主題名  

「支え合う喜び」（広い範囲の友達とのつながりを喜ぶ） 

友達の気持ちを考えて Ｂ友情 

（２）教材名「およげないりすさん」（出典「わたしたちの道徳１・２年」文部科学省） 
（３）「考え、議論する道徳」の授業としての工夫 
   低学年の児童の発達段階では、場面発問により、話の中に入り込み登場人物の立場や気持ちを

自分のこととして考え共感しながら考えること（自我関与）は有効である。役割演技をしたり、
気持ちを色で表して可視化したりすることを通し、主人公の「仲間外れにされたときの寂しさ」
や「みんなと一緒に遊ぶうれしさ」を十分に感じ取らせる。同時に、仲間外れをしてしまった側
の気持ちの変化についても考えさせ、ねらいとする価値に迫る。さらに、登場人物の体験を自分
の経験としてとらえさせ、日常生活での自分はどうあるべきかを考えさせていくために、終末で
は児童が友達と助け合ったり、仲よくしたりしている場面の写真を大型テレビで映して見せる。
その時の出来事や気持ちを話し合うことで、友達と仲よくできてうれしかった気持ちを表出させ、
道徳的実践意欲へとつなげていく。 

（４）主題設定の理由 

本主題は「『支え合う喜び』―広い範囲の友達とのつながりを喜ぶ」である。友情や助け合い

は、社会生活を営んでいく上で、欠かすことのできない基本的なものである。この時期の児童は、

自己中心性がかなり残っているが、他人の立場を認めたり、理解したりする能力も徐々に発達し

てきている。よりよい友達関係を築いていくためには、相手の気持ちになって助け合い、励まし

合って信頼感や友情を育てることが大切である。相手の気持ちを考えて思いやる行為がお互いの

心の結びつきをさらに深めていくことについて考えさせたい。 

本資料は、泳げないことを理由に島へ連れて行ってもらえなかったりすが、最後には、かめの

協力を得て、他の仲間と共に島へ行き、友情を深めるという内容である。友達と仲よく遊ぶこと

のよさや、友達のことを考えて助け合うことの大切さについて考えることのできる資料である。

仲間外れの状況は、低学年における友達とのトラブルとして見られる状況であり、こうした場面

について考えることを通して、友達と仲よく、助け合うことについて考えを深めることができる。 

本時は、りすの寂しい気持ちと、みんなで遊ぶことのうれしさや楽しさに焦点を当てて授業を

構成し、ねらいとする価値に迫る。 

（５）ねらい  

   友達の気持ちを考え、誰とでも仲よく助け合っていこうとする心情を育てる。 

（６）評価の場面と方法 

   ①展開場面で、役割演技をしたり見たりしている様子から評価する。 

   ②学習のまとめの場面で、ワークシートや発言から評価する。 

   ③年間や学期といった一定の時間的なまとまりの中で把握する。 

   ※記述することに抵抗のある児童生徒への対応として、ワークシートは記述する部分だけでな

く、本時を振り返り、自分に合うものを選んで丸を付ける部分を用意した。 

≪学習状況について≫ 

・役割演技を通して、主人公に自分自身を映し出して自らの気持ちや考えを語っていたか。 

≪成長の様子について≫ 

・道徳的価値を自分との関係で捉えたり、それらを交流して自分の考えを深めたりしていたか。 

 

 

 

 



（７）展開 

過程 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 支援及び指導上の留意点・評価（★） 

導入 

（3） 

１ 日常生活で友達と

仲よくして楽しかっ

たことやうれしかっ

たことを想起する。 

 ・気持ちを表す色についての共通理解を図

る。 

青色‥がっかり・悲しい 

桃色‥嬉しい・楽しい 

 ○友達といて楽しいのは

どんなときですか。 

・一緒に遊んでいると

き。 

・本時のねらいとする価値の方向付けを図

る。 

展開 

(30) 

２ 「およげないりすさ

ん」P.78～79 L7 を聞

いて話し合う。 

○「りすさんは、およげ

ないからだめ。」と言

われて、一人で置いて

いかれたりすさんは、

どんな気持ちだった

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひとりぼっちでさみ 

しい。 

・一緒に行きたいな。 

・いじわるだなあ。 

・断られて悲しいよ。 

・友達だと思っていた 

のに、ひどいよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・挿絵を大型テレビに投影しながら読み聞

かせをする。はじめから全文を聞かせ

ず、場面を分けて提示する。 

・りすとかめ、白鳥、あひるは、友達だと

いうことを押さえる。 

・読む前には、｢主人公の『りす』になっ

て、りすさんの気持ちを考えていこう。｣

と話し、考える観点を与える。 

・りすのお面をかぶせたぬいぐるみと教師

の演技を見せる。教師が「およげないか

らだめ。」の台詞を言い、見ている児童

がりすの寂しい気持ちを捉え、十分共感

できるようにする。 

・りすの寂しい気持ちを捉えた意見が出た

ところで、黒板に貼っておいた目のない

りすの顔の表情を考えさせる。黒板のり

すの顔に泣いている目を描き、涙を貼

る。さらに「この時のりすの気持ちをハ

ートの色で表すと？」と問い、青いハー

トも心の色として板書に位置付ける。 

 ３ 「およげないりす 

さん」P.79 L8～79L11 

を聞いて話し合う。 

○島で遊んでいた 3 人 

は、なぜ少しも楽く 

ないのでしょうか。 

・りすさんがいないか

ら。 

・りすさんのことがかわ

いそうになったから。 

・友達なのに、りすさん

に悪いことをしてし

まったと思っている

から。 

 

・なぜ楽しくないかを考えさせることによ

り、りすに対するみんなの気持ちが変わ

ってきたことを考えさせる。 

・「りすさんがいないから。」という児童の

反応に、「どうしてりすさんがいないと

楽しくないの？泳げないからだめって

言ったのは自分達だよね。」と問い返し、

りすを置いてきてしまったことへの後

ろめたさにも気付かせる。 

・価値についての考えをより深めさせるた

めに、「りすさんは泳げないから仕方な

いのではないか。」と切り返しの発問を

行う。 



 ４ 資料の続きを聞い

て話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島で遊べてうれしい。 

・みんなと一緒に行けて

うれしい。 

・みんなありがとう。 

・ やさしくされて、と

てもうれしい。 

・やっぱりみんな友達だ

から、やさしいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・りす、かめ、白鳥、あひるになって、役

割演技をする。前日からの気持ちの変化

を、会話文を参考に自由に発言させ、見

ている児童もりすのうれしい気持ちに

共感できるようにする。また、他のみん

なの表情や様子から、りすだけでなく、

みんなもうれしさや楽しさを感じてい

ることを捉えさせる。役割演技に慣れて

いない学級では、教師が一緒に演技に入

る方法もある。 

★役割演技を通して、友達の気持ちを考え

て行動することのよさや大切さに気付

いたか。（役割演技） 

・自分の考えを明確にもつために、りすの

言葉をワークシートに記入する。 

・発表した児童に、「今のりすさんの心の

色は何色？」と問い、考えの上にハート

を貼る。発表者の数が限られてしまうた

め、同じような考えをもつ児童は挙手さ

せ、挙手した児童の分もハートを貼る。

そうすることで、発表できなかった児童

も自分の思いを表出し、自分の考えも板

書の中にあるという満足感をもつこと

ができる。 

・「今のりすさんの顔は、どんな顔かな。」と

りすの表情を問い、りすの顔に笑顔の表

情を描く。 

・りすの表情やハートの色で気持ちを表す

ことで、『りす』の気持ちが変わったこ

とを全員で確認する。 

終末 

(12） 

５ 今日の学習と自己

の生活を振り返る。 

〇心がぽかぽかのりす

さんのようにみんな

がいられるには、ど

うしたらよいでしょ

うか。 

 

 

 

 

〇 １年２組のみんな

は、どうでしょう。 

 

 

・友達みんなとなかよく

する。 

・一人ぼっちの子がいた

ら、誘ってあげる。 

・友達にやさしくする。 

 

 

 

 

 

 

・一人でいたら、「一緒に

遊ぼう。」と声をかけて

くれた。 

 

・「心がぽかぽかのりすさんのようにいら

れるには、どうすればいいか」と問うこ

とで、友達の気持ちを考え、誰とでも仲

よく助け合っていくという価値の一般

化を図る。 

・今日の学習で考えたことを、ワークシー

トに記入する。 

★友達の気持ちを考え、誰とでも仲よく助

け合っていくことの大切さに気付いた

か。（ワークシート・発言） 

 

・友達と助け合ったり仲よくしたりしてい

る児童の様子を大型テレビで提示して

紹介することで資料と生活をつなぎ、学

んだ価値をさらに道徳的実践意欲へつ

なげる。デジタルカメラで撮影しておい

た画像を、SDカードを直接テレビに差し 

◎かめさんの背中に乗って島へ行くとき、りす
さんはどんなことを思っているでしょうか。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）他の教育活動との関連 

・体育科でのボールなげゲームで、励まし合って運動し、チームで協力し合う心を育てる。 

・学級活動でお楽しみ会を計画し、みんなが楽しめるように工夫して内容を計画したり、参加したり

できるようにし、友達のことを考え、協力しようとする態度を育てる。 
 

（９）ワークシート  

 

 

 

 

  

  ・鉄棒の練習をしていた

ら、友達が応援してく

れてうれしかったよ。 

込み、スライドショーで提示すると簡

単。 

 ６ 「友達になろうよ｣

の歌をみんなで歌う。 
・友達となかよくしてい

きたいな。 

・友達と助け合って仲よくしていきたいな

と感じながら歌えるような雰囲気づく

りをし、余韻をもって授業を終わらせ

る。 

・友達をテーマにした歌（ビリーブ、友達

賛歌、友達はいいな、友達はいいもんだ

など）を学級の実態に応じて選ぶ。 

 

 

ポイント 「心の色」として、桃色と青の２色のハートを用意し、色で気持ちの変化を表したり、意見の数だけハー

トを貼ったりする。りすの気持ちの変化を可視化！ 

ポイント りすの表情を考えさせ、板書に位置付ける。りすの気持ちの変化を可視化！ 

ポイント 右側半分を各教材の中心発問等で自分の考えを書く。ふりかえり以降の左

半分は、毎時間統一した形式にし、その時間に学習し、考えたことを書くようにする。 



                                                                      

体験的な活動を取り入れた授業例 

小学校中学年 指導案 

 

（１）主題名  

  「かけがえのない自分」 正義の実現 Ｃ 公正、公平、社会正義 

（２）教材名   

「ひびけ、心のリコーダー」（出典「千葉県道徳教育映像教材」千葉県教育委員会） 

（３）「考え、議論する道徳」の授業としての工夫 

本時は、映像教材の長所を生かし、映像を止めて視覚から訴えかけながら発問を投げかけ 

    るようにすることで、児童の発言を引き出し、役割演技を通してケンジの気持ちの変化に目を 

    向けさせる。また、映像資料の必要部分を取捨選択して流すことで、考える時間を十分確  

    保していきたい。 

役割演技でケンジの気持ちの変化を話し合う際には、価値に迫れるような話し合いの視点を

明確に示していく。そして、ケンジの公正・公平に接しようとする態度、偏ったものの見方や考

え方にとらわれることなく、他の人と平等に関わろうとしていく気持ちの変化に気付かせたい。

教師が発問を投げかける際には、切り返しの発問や考えを引き出すような発問を心掛けていきた

い。終末では、本時の学習を振り返り、一人一人ワークシートに書かせ、余韻をもたせて授業

を終わりにしたい。 

（４）主題設定の理由 

 本主題は、「『かけがえのない自分』―よりよい生き方をもとめる」を受けて設定したもので

ある。社会生活を営む上では、正義を重んじ、正しいと考えることを積極的に実行することが不

可欠である。公正・公平にすることは、私心にとらわれず、偏ったものの見方や考え方にとらわ

れることなく、他の人と平等に関わることである。さらに、よりよい社会を実現するためには、

不正や不公平を許さない姿勢をもち、差別や偏見をなくそうとする努力が重要である。 

 中学年の児童は、様々な集団の中で互いに関わり合いをもち、他の人の立場を考えて行動でき

るようになる時期である。しかし、周囲の目を意識して、他の人の考えに左右されたり、狭い仲

間意識の中で自己に有利な行動をとったりすることがある。そうした行動は、不正やいじめなど

の言動につながりやすいものである。いじめなどに見られる身近な差別や偏見は、頭ではいけな

いと思っていても、不正な行為を止めるとなると他の人との関わりの中で、消極的になりやすい

一面がある。そこで、誰に対しても公正かつ公平に接し、正義の実現に努める態度を育てたいと

考える。 

（５）ねらい 

   ケンジの気持ちの変化を通して、誰に対しても差別することや偏見をもつことなく公正・公 

平にし、正義の実現が大切だという気持ちを育てる。 

（６）評価の場面と方法 

   ①展開場面で、役割演技をしたり、見たりしている様子から評価する。 

   ②学習のまとめの場面で、ワークシートや発言から評価する。 

≪学習状況について≫ 

・役割演技を通して、公正、公平、社会正義に関する行為を想起し、問題意識をもつたか。 

≪成長の様子について≫ 

・役割演技や話合いを通して、多面的・多角的な見方へと発展したか。 

 

 

 

 



                                                                      
（７）展開 

過程 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 支援及び指導上の留意点・評価（★） 

 導入 

（５） 

１ 登場人物確認をす

る。 

 

・人物関係を整理できるよう、人物写真

を掲示する。 

 

 展開 

（30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ケンジが帰宅し、 

 「 は ー あ 。 」 と   

言うシーンまでDVDを

視聴し、ケンジの気持

ちを考え話し合う。 

○「ぼくのリコーダー

知らない？」とマサ

ヤに聞かれ、ケンジ

はどんな思いで「知

らない。」と答えた

のでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○「はーあ。」と言った

後にケンジはどんな

ことを考えていたで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・勇気が出なかったから。 

・口止めされていたから。 

・本当のことを伝えたいけどシ

ョウタの仕返しが怖くて言え

ないから。 

・知ってるけど、言ったらショ

ウタたちに何か言われるかも

しれないから、言えないな。 

・とりあえず「知らない。」と

言っておいた方がいいかな。 

・マサヤがかわいそうだけど、 

教えてあげられないな。 

 

・友達なのに、嘘ついてしまっ

た。 

・自分のしたことは間違ってい

るな。 

・正直に言いたかったのに言え

なかった。 

・お母さんにも嘘をついてしま

った。 

・やっぱり勇気を出して言えば

よかったな。 

・なんで、あの時、とっさに 

「知らない。」って言っちゃ

ったのだろう。 

・マサヤがきっと困っているよ

な。助けてあげなくちゃな。 

 

 

 

 

 

・ＤＶＤは、最後まで視聴せずに、効果

的な場所で止めて、「考える視点」を

与えるようにする。 

 

 

・マサヤをかばってあげるべきなのに、

嘘をついてしまったケンジの後ろめ

たい複雑な気持ちをつかませる。 

・なぜ、ケンジが「知らない。」と答え

てしまったのか、日常生活でも現実に

起こり得る状況での、ケンジの心の葛

藤をしっかりと、とらえる。 

 

 

 

 

 

 

・マサヤに対する友情だけではなくケン

ジに根ざしている正義感に気付ける

ように投げかける。 

・正義の実現には、勇気がいることなど

「公正、公平、社会正義」を実践に移

すためにはどんな心構えや態度が必

要か、具体的な考えを引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                      
 ３ ケンジが「やめろ 

よ。」と言うシーン 

まで DVDを視聴し、 

ケンジの気持ちを 

考え、役割演技を通し

て、話し合う。 

 

 

 

◎ケンジはどんな思い

で「やめろよ。」と言

ったのだろうか。 

・「やめろよ。」に続く

言葉を、考える。 

・ケンジの役割演技を 

 通して、全体で話し合 

 う。 

・他の友達の気持ちに 

ついて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケンジ 

・マサヤ君の時と同じ思いをし

たくない。 

・みんなで責めるのはおかしい。 

・みんなの言葉はショウタを傷

付けている。 

・今回は、見て見ぬふりをしな

い。 

 

ショウタ 

・ケンジ君、何で僕のこと 

守ってくれるの。 

・自分が言われてみてマサヤ君

の気持ちが分かった。 

 

マサヤ 

・ショウタ君に僕と同じ思いは

してほしくない。ケンジ君と

同じ思いだよ。 

・ショウタ君の気持ちが分かる

から、助けたい。 

 

クラスメート 

・何でショウタ君のことをかば

うのだろう。 

・ショウタ君は自分が練習しな

かったんだから、言われても

仕方がないよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割演技の活動を行うことで、ケンジ

の公正・公平さについて気付かせる。 

・相手が誰であろうと、人を傷つける言

動をしたり、黙って見ていたりするこ

とはできないというケンジの思いを

考えさせる。 

・ケンジの行動が、友情や勇気だけでは

なく、公正・公平さや正義からくるも

のだということに気付かせる。 

・「やめろよ。」に続く言葉を話し合わ

せ、ケンジの気持ちの変化をしっかり

とおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★役割演技を通して、道徳的価値（公

正、公平、社会正義）に関する行為

を想起し、問題意識をもつたか。 

（役割演技、話し合い） 

 

 ４ 続きを視聴し、ショ

ウタの気持ちの変化

を確認する。 

 ・ケンジが自分をかばってくれたこと

で、自分の行為の愚かさに気付くシ

ョウタの気持ちの変化をおさえる。 



                                                                      
 終末 

（10） 

４ 本時の学習を振り

返る。 

○正しくないことをし

ている人を見た時に、

どんな行動ができる

自分でいたいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめを見た時に、見ぬふり 

をせずに助けるための行動が 

できる自分。 

・みんなが友達を責めている時

に、雰囲気に流されて一緒に

責めない自分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★差別することや偏見をもつことなく

公正・公平に行動し、正義の実現が大

切だということに気付いたか。 

（ワークシート） 

 

 

（８）他の教育活動との関連 

  ・国語科の「学級討論会をしよう」で、公正・公平に意見を言う態度を育てる。 

  ・学校行事の特別支援学校との「交流会」で、自分と違う特質をもつた友達とも平等に交流し

ようする気持ちを育てる。 

（９）ワークシート 

 

 

これまでの自分を振り返り、本時の学習をこれからの生活にどのように生かすのかを考えるこ

とで、自分自身と対話するとともに自分の成長を時間することができる。 



 

 

小学校高学年 指導案 
（１）主題名     

「支え合う喜び」（親切と思いやりの心をもつ） 

いろいろな人の立場になって Ｂ 思いやり 

（２）教材名「思いやりの花がさくとき」（出典「千葉県道徳教育映像教材」千葉県教育委員会） 

（３）「考え、議論する道徳」の授業としての工夫 

    問題解決的な学習ではまず自己を見つめながら考えることができる道徳的な問題が含まれて

いる資料が必要である。ここでは、児童が道徳的価値に主人公が迷ったり、悩んだりする場面

（本教材では主人公の健介さんが悩む）を問題として捉えさせる。そして、「主人公はどうし

たらよいだろうか。」と発問することにより、児童が自分のこととして考えることができる。

そして、ワークシートに書かせた後で、グループで話し合いを行い、さらに全体でも話し合い

を行う。その中で指導者が切り返しなどの補助的な発問をすることで、自分にはない考えを聞

いたり、もう一度考え直したりするなど多面的・多角的に考えさせることができる。さらに、

話し合いの後にもう一度考えさせることにより、児童の考えがどう変容したか指導者だけでな

く、児童自身も把握することができる。また、授業の中で始めから終わりまでキーワードとし

て「思いやり」という言葉を出していくことにより、「思いやり」についての考えを深めさせ

ていく。 

（４）主題設定の理由 

    本主題は千葉県道徳教育の指針「『支え合う喜び』―親切と思いやりの心をもつ」から設定し

たものである。人間は互いに助け合いながら生き、自分が生きているのも家族や周りの人の支

えがあってこそである。そして、人間がよりよく生きていく上で「思いやり」は欠かすことの

できないものである。そこでは、単に相手に優しくするだけではなく、相手の気持ちや立場を

自分に置き換えて考え行動していくことが大切である。 

    高学年の児童は、活動範囲が広がり、相手の立場になって考えることもできるようになる。

しかし、自分の利害関係が優先され、一面的に考えてしまったりすることなどもある。そこで、

集団のいろいろな人の立場に立って思いやることの難しさを感じ取らせながら、それでも集団

のみんなのためにどうしたらよいか考えさせることにより、いろいろな人の立場を思いやるこ

との大切さに気づかせていきたい。 

（５）ねらい    

健介の言動を考えていくことを通して、様々な人の立場を思いやった行動をとろうとする態度

を養う。 

（６）評価の場面と方法 

   ①展開場面で、ワークシートや発言から評価をする。 

   ②終末場面で、ワークシートや発言から評価をする。 

   ※ワークシートは記述する部分だけでなく、あてはまる項目を選択する部分も用意する。 

   ≪学習状況について≫ 

   ・話し合いを通して様々な考えを聞き、思いやりについて考えを深めることができたか。 

   ≪成長の様子について≫ 

   ・グループや全体での話し合いを通して、多面的・多角的な見方へと発展しているか。 

   ・「思いやり」に関わる事象を自分自身の問題として捉え、これからの生き方の課題や思いや願

いを深められたか。 

 

 

 

問題解決的な学習を取り入れた授業例 



（７）展開 

過程 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 支援及び指導上の留意点・評価（★） 

導入 

(3) 

 

 

１ 「思いやり」につい

て考える。  

〇思いやりのある行動と

はどんな行動ですか。 

・優しくする 

・助けること。 

・他の人のことを考える。 

 

・抽象的にならないように、行動面

について考えさせる。 

 

 

展開 

(37) 

２ 登場人物について 

知る。 

 

 

 

３ 資料「思いやりの花

がさくとき」を視聴し、

問題は何か話し合う。 

〇健介さんはどんなこと

に困っていますか。 

 

 

４ 健介さんはどうした

らよいかワークシート

に書き、話し合う。 

◎みんなのために健介さ

んはどうしたらよいで

しょうか。 

○グループでどんな意見

が出たか発表してくだ

さい。 

○１つの班にどんな話が

出たか発表してもら

い、それをもとにみん

なで話し合いましょ

う。 

・それはなぜですか。 

・他の人の立場から考え

たらどうですか。 

・それでみんなが嫌な気

持ちにならないです

か。 

・そうすると困る人はい

ませんか。 

・友達の考えを聞いて、

どう思いましたか。 

 

 

５ もう一度どうするか

考えたことを書き、発

表する。 

 

 

 

 

 

・綾香さんの花飾りが落

ちた。 

・陽太さんは先に行きた

い。 

・綾香さんは花飾りを探

したい。 

 

花飾りをとりに行く 

・綾香さんがかわいそう

だから。 

・陽太さんのせいで花飾

りがなくなった。 

・綾香さんにとっては、

とても大切な物だ。 

・陽太さんを説得して花

飾りを探しに行く。陽太

さんのことも考えて、納

得させ、綾香さんのため

に行く。 

ゴールを目指す 

・１位になりたいから。 

・時間に遅れてはいけな

い。 

・綾香さんが悪者になっ

てしまう。 

・先生や他の班にも迷惑

をかけてしまうから。 

 

 

 

 

 

 

・綾香さんの立場になる

とやっぱり自分も探し

たいと思う。 

・登場人物のイラストを見せなが 

ら、資料への簡単な導入を図るこ 

とにより、場面や登場人物の理解 

をさせやすくする。 

 

・問題場面までを視聴させる。 

・よりよい問題解決をさせるため

に、場面状況の把握を丁寧に行

う。 

・全体で問題を確認することによ

り、全員が問題解決に取り組むこ

とができるようにさせる。 

・始めに各自でワークシートに書 

 かせた後、グループ・全体の順で 

 話合いを行う。 

・必ず理由も書くように促す。 

・単に方法論の話合いにならない 

ように、特に大切にしたい気持ち

は何なのかについて理由に書く

よう助言する。 

・話し合う時は、みんなが嫌な気 

 持ちにならず、納得できる方法に

ついて話し合わせる。 

・考えが違う児童の意見にも否定 

 せず、共感的に受け入れ、その上

で意見を言うように話しておく。 

・途中で考えが変わってよいこと 

 を話しておく。 

・一方に決めた後の結果や他の人 

 の立場だったらどうかなどにつ

いても考えるように助言をする。 

・どちらの気持ちもみんなにある 

 ことを確認し、その中で大切にす

る気持ちを考えるように促す。 

 

 

 

 

・話合いを聞いて特に大切だと思 

 ったことについて理由に書くよ

うに促す。 



〇話し合いを参考にもう

一度健介さんはどうし

たらよいか考えよう。 

 

 

 

 

 

・綾香さんだけの理由で

他の人に迷惑をかける

わけにはいかない。 

・時間に遅れてしまうが、

綾香さんの花飾りを見

つけて、みんなで気持

ちよくゴールしたい。 

 

・友達の発言に「そういう気持ちも

あるね。」と共感しながら聞くよ

うにさせる。 

★様々な人の立場を思いやって考

えていたか。 

（ワークシート・発言） 

                                      

 

終末 

(5) 

６ 学習の感想を書き、

発表する。 

〇今日の学習を通して考

えたことについて書き

ましょう。 

・みんなのことに気を配

って行動することが大

事だと思った。 

・その人だけではなく、

他の人や今の状況や考

えて行動していきたい。 

・思いやりは他人を重視 

することが大事。一人 

一人重視して思いやり 

をしていきたい。 

・発表された意見について、全員で

聞き、共有する。 

・「思いやり」についての考えが深

まっている児童について取り上

げる。 

★自分のこととして考え、思いやり

についての考えを深めることが

できたか。（ワークシート・発言） 

（８）その他の展開例 

  上記の展開例とは別に話し合いの後の「学習活動と主な発問 ５」から映像の続きを見る展開も

考えられる。続きを見た後に、「他のメンバーは健介さんの判断をどう思ったのだろうか。」とさら

に立場を変えてみたり、主人公の健介さんの「思いやり」だけでなく「どんなところに思いやりが

ありましたか。」と考えさせる。その場合「学習活動と主な発問 ４」を 15 分にする。 

展開 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 続きを視聴して話し

合う。 

○菜摘や陽太は健介の 

決断をどう思っただろ

うか。 

 

 

 

 

 

○それぞれの思いやり

とはどんなことです

か。 

 

 

 

 

 

・みんなでゴールすること 

が大切だから健介の判断

はよかった。 

・髪飾りを探しに戻れてよ 

かった。 

・みんなでゴールした方が 

よかった。 

 

 

 

・綾香のことを考えて髪飾 

りを探しに行こうと言っ 

た。 

・陽太のことを心配して絆 

創膏を貼ってあげた。 

・疲れた陽太のことを心配 

しておんぶしてあげた。 

・ゴールだけを目指して先に行かな 

かった理由を想像させる。 

・健介が戻ろうと決断した時の気持 

ちを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・健介の行動によって変化した陽太 

の気持ちも読み取らせ、思いやり 

がつながっていることに気づかせ 

る。 

 

 

（この後は終末へとつなげていく） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

（９）他の教育活動との関連 

  ・児童集会や縦割り班活動、普段の生活などで本教材と似た体験をした時のことを思い出せるこ

とにより、深い自我関与が期待できる。また、今後する活動に向けて「いろいろな人の立場に

立って考えよう」とする態度を育てることに繋がる。 

  ・修学旅行や校外学習などにおいて、グループ活動にどんな気持ちで活動していくのか考えさせ

ることにより、伸ばしたい自己や課題について考えを深めさせるようにする。 

（10）ワークシート 

 

ポイント 行動の理由をウェビングで板書することにより、同じ行動でも様々な理由があること

や、どちらの行動を選んでも納得できる理由があることなどを視覚的に理解させる。 

ポイント 登場人物の人間関係を掴ませるために、映像を視聴する前に紹介し、板書しておく。ま

た、誰の視点で視聴するか伝えておく。 

ポイント 考えたことを記述させたり、学習状況を選択させたりすることにより、児童自らの自己

評価もさせていくことができる。 

 


